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2（２０１１年４月）

　

市
で
は
、
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

①
生
活
環
境
の
整
備
、
②
産
業
の
振
興
、

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
④
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
⑤
市
民
と
行

政
の
協
働
と
い
っ
た
５
つ
の
分
野
に
お
い

て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に

お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
実
施
計
画
※

や
予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

 
Ⅰ 　

万
人
か
ら
4
万
人
が

３.５

　
　
　

暮
ら
す
元
気
な

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

観
光
客
等
の
都
市
住
民
と
の
交
流
と
転

入
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
と
と
も
に
、

人
口
増
加
に
向
け
た
将
来
の
都
市
像
を
見

据
え
て
、
土
地
利
用
の
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

 
①
観
光
の
振
興
と

  　

都
市
住
民
と
の
交
流
の
促
進

◆
日
本
の
道
一
〇
〇
選
「
北
国
街
道
海
野

宿
」
の
整
備

◆
都
市
と
農
村
交
流
、
短
期
滞
在
型
観
光

の
推
進

◆
特
産
農
産
物
の
栽
培
振
興
と
ご
当
地
料

理
の
創
作

 
②
I
・
J
・
U
タ
ー
ン （
移
住
）

　
  
の
誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

◆
空
き
家
バ
ン
ク
等
に
よ
る
住
宅
の
流
動

化
の
促
進

◆
市
営
住
宅
の
新
築
整
備
、
修
繕
の
推
進

◆
土
地
開
発
公
社
の
住
宅
団
地
の
販
売
促

進

 
③
都
市
計
画
に
基
づ
く

　
  
機
能
的
な
地
域
整
備
の
推
進

◆
都
市
計
画
道
路
の
総
合
的
な
見
直
し

◆
田
中
駅
南
口
地
域
振
興
計
画
の
推
進

 
Ⅱ 
安
全
・
安
心
、

　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
、
健
康
長
寿

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
課
題
に
的
確
に
対

応
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て
、
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

 
①
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

　
　

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」 の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
環
境
整
備

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
の
整

備
と
機
能
の
充
実

◆
保
育
園
の
施
設
整
備
と
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

◆
感
染
症
予
防
接
種
の
推
進

◆
福
祉
医
療
対
象
者
の
拡
大

◆
不
登
校
児
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

 
②
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
  　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

◆
「
生
き
活
き
長
生
き
健
康
と
う
み
」
の

推
進

◆
「
と
う
み
食
育
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進

◆
受
診
し
や
す
い
健
康
診
査
体
制
へ
の
変

更
◆
市
民
病
院
の
診
察
環
境
の
改
善

◆
介
護
保
険
事
業
施
設
の
整
備

◆
障
害
者
支
援
施
設
の
整
備

◆
自
殺
予
防
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
の
構
築

 
③
教
育
・
文
化
・
体
育
の
振
興

　
 　
  
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上

◆
新
し
い
図
書
館
づ
く
り
の
推
進

◆
学
校
教
育
に
お
け
る
学
力
の
向
上

 
④
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
る

　
　
　
   
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上

◆
海
野
バ
イ
パ
ス
の
工
事
の
推
進

◆
上
田
バ
イ
パ
ス
先
線
と
羽
毛
田
バ
イ
パ

ス
の
調
査

 
⑤
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

　
　

循
環
型
社
会
の
推
進

◆
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
事
業
所
へ
の

普
及
推
進

◆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

◆
下
水
道
接
続
率
の
向
上
と
合
併
浄
化
槽

水
洗
化
の
支
援

◆
森
林
・
里
山
の
整
備

 
⑥
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

　
 
事
業
所
の
雇
用
対
策
の
推
進

◆
高
校
新
規
卒
業
者
の
雇
用
の
促
進

◆
失
業
者
に
対
す
る
短
期
的
な
就
業
機
会

の
提
供

 
⑦
も
し
も
に
備
え
た

　
 
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

◆
水
害
対
策
事
業
の
推
進

◆
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
受
信
機
の
全
戸
配
布

◆
災
害
時
避
難
施
設
の
耐
震
工
事
の
推
進

◆
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

  
Ⅲ 
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
 　
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市
民
と
行

政
が
共
に
考
え
、
適
切
な
役
割
分
担
と
連

携
を
図
る
こ
と
で
、
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 
①
身
近
な
生
活
を
支
え
る

　
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築

◆
市
政
情
報
の
音
声
提
供
を
C
F
M
放
送

へ
一
本
化

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
銭
湯
「
御
牧
乃
湯
」

の
改
築

◆
舞
台
ヶ
丘
公
共
施
設
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実

 
②
地
域
課
題
を

　
 
自
ら
解
決
す
る
た
め
の

　
 
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

◆
地
区
単
位
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
構

築
支
援

 
③
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進
と

　
 　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　　 
④
協
働
に
よ
る
質
の
高
い

　
 　
　
　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
施
設
の
拡
大

◆
市
行
政
業
務
の
委
託
の
推
進

※
実
施
計
画
と
は
、
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
総
合
的
に
示
す
「
第
１
次
東
御
市
総
合

計
画
」
に
定
め
た
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

具
体
的
な
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
３
カ
年

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
の
短
期
的
計
画
で
す
。

平
成　

年
度
実
施
計
画
（
平
成　

年
度
か

２３

２３

ら　

年
度
）
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

２４
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
企
画
政
策
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４
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平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度
に

２３

引
き
続
き
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
事
務
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
を
実
施
し
予
算

化
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
を
考

慮
す
る
中
で
市
税
に
お
い
て
は
微
増

を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
堅
実
な
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
の
計

画
的
な
縮
減
を
経
常
的
一
般
財
源
の

枠
配
分
と
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
行
い
、
経
常
経
費
を
抑
制
し

ま
し
た
。一
方
で
、懸
案
事
業
や
重
点

施
策
、
重
点
事
業
を
精
査
し
た
中
で

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
４
１

億
７
６
０
０
万
円
（
対
前
年
度　

億
１２

３
８
０
０
万
円
、
９
・
６
％
の
増
）、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
４
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
額
が　

億
３
６

６２

５
３
万
円
（
同
１
億
７
３
１
０
万
円
、

２
・
９
%
の
増
）、
公
営
企
業
会
計
の

水
道
事
業
会
計
で　

億
４
６
５
５
万

１０

円
（
同
２
５
７
２
万
円
、
２
・
５
％

の
増
）、
下
水
道
事
業
会
計
で　

億
２１

６
５
３
２
万
円
（
同
３
５
８
９
万
円
、

１
・
７
％
の
増
）、
病
院
事
業
会
計
で

　

億
１
５
２
４
万
円
（
同
１
億
３
４

２１２
６
万
円
、
６
・
８
％
の
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

   
予
算
の
概
要

　

目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大
き
い
も
の

か
ら
順
に
民
生
費
が　

億
１
５
４
０
万
円
、

３７

総
務
費
が　

億
７
１
３
万
円
、
土
木
費
が　

２７

１９

億
９
４
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生

費
に
は
子
ど
も
手
当
費
7
億
３
２
０
万
円
や

滋
野
地
区
保
育
園
建
設
事
業
費
３
８
８
６
万

円
を
、
総
務
費
に
は
舞
台
が
丘
整
備
事
業
費

　

億
１
４
０
万
円
を
、
土
木
費
に
は
伊
勢
原

１０市
営
住
宅
建
設
事
業
費
２
億
５
１
０
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
化
し
ま
し
た
。
以
下
公
債

費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、
商
工
費
、
農
林
水

産
業
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
は
、

舞
台
が
丘
整
備
事
業
、
御
牧
乃
湯
施
設
全
体

改
修
施
設
整
備
事
業
、
海
野
バ
イ
パ
ス
道
路

等
整
備
事
業
な
ど
全　

事
業
を
計
画
し
ま
し

１５

た
。

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大
き
い
も
の
か
ら

順
に
地
方
交
付
税
が　

億
２
８
０
０
万
円
、

４０

市
税
が　

億
７
０
８
８
万
円
、
市
債
が　

億

３８

２３

６
９
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の

経
済
情
勢
が
影
響
し
市
税
の
微
増
を
見
込
む

一
方
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
様
の
水

準
を
見
込
み
市
税
を
上
回
る
歳
入
を
予
算
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
台
が
丘
整
備
事
業
な

ど
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
債

（
借
金
）
を
財
源
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
市

債
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
は　

億
６
８
２
０

１５

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
公
共
施

設
整
備
の
た
め
、
基
金
か
ら
４
５
３
０
万
円

の
繰
り
入
れ
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

歳　

出

歳　

入

（単位：万円）

（単位：万円）
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当
初
予
算
額
の
推
移

 ［歳入］

増　　　　減平成22年度平成23年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

1.24,67829.6382,41027.3387,088市 税

31.94,4001.113,8001.318,200地 方 譲 与 税

△15.4△2000.11,3000.11,100利 子 割 交 付 金

16.7500.03000.0350配 当 割 交 付 金

0.000.01000.0100株式等譲渡所得割交付金

0.41002.228,0002.028,100地 方 消 費 税 交 付 金

33.33000.19000.11,200ゴルフ場利用税交付金

92.62,5000.22,7000.45,200自 動 車 取 得 税 交 付 金

△0.8△430.45,4430.45,400地 方 特 例 交 付 金

0.31,10031.0401,70028.4402,800地 方 交 付 税

3.6△600.05700.0510交通安全対策特別交付金

△10.5△1,7512.228,9141.927,163分 担 金 及 び 負 担 金

△6.1△1,5701.924,1671.622,597使 用 料 及 び 手 数 料

△6.533,0386.989,2488.6122,286国 庫 支 出 金

37.0△10,5287.090,7055.780,177県 支 出 金

△11.61510.33,6130.33,764財 産 収 入

4.21,5150.010.11,516寄 付 金

151.500.0△31,3374.457,5271.826,190繰 入 金

△54.500.45,0080.45,008繰 越 金

0.02,2373.139,6943.041,931諸 収 入

101.3119,2209.1117,70016.7236,920市 債

9.6123,800100.01,293,800100.01,417,600　 合　 計　

増　　　　減平成22年度平成23年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

27.23,3601.012,3451.115,705議 会 費

43.181,51515.1189,19819.1270,713総 務 費

△8.6△34,81932.5406,35926.2371,540民 生 費

10.19,9477.998,3617.7108,308衛 生 費

△2.3△1,1694.151,2543.550,085農 林 水 産 業 費

41.230,2055.973,3347.3103,539商 工 費

21.234,91113.2164,53214.1199,443土 木 費

4.62,1323.746,5643.448,696消 防 費

△0.2△2478.6107,1067.5106,859教 育 費

△2.1△3,03511.3141,3379.8138,302公 債 費

0.000.04100.0410災 害 復 旧 費

33.31,0000.23,0000.34,000予 備 費

9.6123,800100.01,293,800100.01,417,600　 合　 計　

 ［歳出］

―
活
力
に
満
ち
た

　
　
　

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
―

　

平
成　

年
度
か
ら
各
会
計
の
当
初

１９

予
算
の
推
移
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成　

年
度
と
比
べ
る
と
、
一
般
会

１９

計
は　

・
０
％
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

１２

舞
台
が
丘
整
備
の
本
格
着
手
な
ど
に

よ
り
特
に
建
設
事
業
の
経
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
５
・
５
％
増
、
介
護
保
険
特

別
会
計
は　

・
４
％
増
の
予
算
と
そ

２１

れ
ぞ
れ
給
付
費
の
増
額
に
伴
い
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
保
健
特

別
会
計
は
本
年
度
よ
り
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

※
各
表
の
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（単位：万円）

（単位：万円）



6（２０１１年４月）

●商工費

◎御牧乃湯施設全体改修施設整備事業費 3億6,879万円

　中小企業振興資金等預託金 ・・・・2億5,000万円

　温泉施設指定管理料 ・・・・・・・・・7,100万円

　新交通システム運行費補助金 ・・・・・5,850万円

　融資斡旋保証料 ・・・・・・・・・・・2,500万円

　雇用対策事業費 ・・・・・・・・・・・1,264万円

　市民夏祭り実行委員会補助金 ・・・・・・480万円

　火のアートフェスティバル運営補助金 ・・450万円

◎新規学卒者雇用促進事業補助金 ・・・・・300万円

●土木費

　下水道事業会計繰出金 ・・・・・・11億6,448万円

　伊勢原市営住宅建設事業費 ・・・・2億5,100万円

　海野地区整備事業費 ・・・・・・・1億8,168万円

　道路維持管理費 ・・・・・・・・・・・8,802万円

　住宅・建築物耐震化促進事業費 ・・・・・750万円

　上田バイパス対策事業費 ・・・・・・・260万円

◎空き家情報登録制度事業費 ・・・・・・・70万円

●消防費

　上田地域広域連合負担金 （常備消防分） 3億 　220万円

　緊急告知放送整備事業費 ・・・・・・・5,642万円

●教育費

　文化会館指定管理料 ・・・・・・・・・7,283万円

◎体育施設及び中央公園指定管理委託料 ・5,950万円

◎中央公園グランド照明施設改修工事費 ・4,250万円

　学力向上対策事業費 ・・・・・・・・・3,746万円

◎新屋公民館新築施設整備補助金 ・・・・3,207万円

　不登校対策事業費 ・・・・・・・・・・2,015万円

　国際交流事業費 ・・・・・・・・・・・・331万円

◎東部中学校普通教室天井扇風機設置工事費 150万円

合併特例債の活用事業 （単位：万円）

うち、合併特
例債充当額

総事業費事　　　業　　　名

87,900100,140舞 台 が 丘 整 備 事 業

30,88036,879御牧乃湯施設全体改修施設整備事業

10,55018,168海 野 バ イ パ ス 道 路 等 整 備 事 業

14,25015,000合 併 振 興 基 金 積 立 金

4,0304,250中央公園グランド照明施設改修事業

2,6903,886滋 野 地 区 保 育 園 改 築 事 業

1,9002,000市 道 北 部 西 原 線 道 路 改 良 事 業

9201,800大 川 ・ 田 沢 線 歩 道 整 備 事 業

8001,700小 型 ポ ン プ 積 載 車 等 整 備 事 業

6701,315防 火 水 槽 整 備 事 業

2,2302,650その他（道路整備事業など５事業）

156,820187,788　 合 計　

増　　　減平成22年度
予算額（Ｂ）

平成23年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

2.01,29465,44066,734収益的支出

水道事業
会 計

3.51,27836,64337,921資本的支出

2.52,572102,083104,655計

△0.0△3125,539125,536収益的支出

下 水 道
事業会計

4.13,59287,40490,996資本的支出

1.73,589212,943216,532計

7.111,903167,218179,121収益的支出

病院事業
会 計

4.91,52330,88032,403資本的支出

6.813,426198,098211,524計

3.713,194358,197371,391収益的支出

公営企業
会計合計

4.16,393154,927161,320資本的支出

3.819,587513,124532,711計

公営企業会計 （単位：万円）



7 （２０１１年４月）

とうみ

●議会費

　議員報酬、手当等（17名分） ・・・・1億2,715万円

　政務調査費 ・・・・・・・・・・・・・・204万円

●総務費

　舞台が丘整備事業費 ・・・・・・ 10億 　140万円

　コミュニティFM放送委託料 ・・・・・1,512万円

◎県議会議員選挙費 ・・・・・・・・・・1,170万円

　太陽光発電施設導入助成事業費 ・・・・・800万円

◎経済センサス調査費 ・・・・・・・・・・ 168万円

◎小学校区単位まちづくりモデル区事業費 ・ 38万円

●民生費

　子ども手当費 ・・・・・・・・・・7億 　320万円

　障害者自立支援介護給付費 ・・・・3億6,970万円

　介護保険特別会計繰出金 ・・・・・・3億5,036万円

　保育所運営事業費（市立） ・・・・・2億8,589万円

　長野県後期高齢者医療広域連合負担金 2億6,687万円

　国民健康保険特別会計繰出金・・・・1億6,081万円

　生活保護費・・・・・・・・・・・・1億5,173万円

　後期高齢者医療特別会計繰出金 ・・・・6,917万円

　児童等福祉医療費 （中学校2年生までの福祉医療の拡充）

 ・・・・・・・・・・・5,228万円

◎滋野地区保育園建設事業費 ・・・・・・3,886万円

　児童館学習アドバイザー賃金 ・・・・・・205万円

●衛生費

　市民病院事業会計繰出金 ・・・・・・2億2,573万円

　上田地域広域連合負担金 （ごみ処理） 1億6,954万円

　ごみ分別収集費 ・・・・・・・・・1億1,044万円

　予防接種事業費 ・・・・・・・・・1億 　888万円

　（うち子宮頸がんワクチン予防接種委託料・補助金2,689万円）

　妊婦検診事業費 ・・・・・・・・・・・3,304万円

　医学生等奨学金貸付金 ・・・・・・・・1,440万円

　精神保健事業費 ・・・・・・・・・・・・100万円

●農林水産業費

　中山間地域等直接支払制度費 ・・・1億 　191万円

　松くい虫防除対策事業費 ・・・・・・・1,258万円

◎下之城地区農村災害整備計画作成委託料 ・800万円

　巨峰の王国まつり補助金 ・・・・・・・・550万円

増　　　減平成22年度
予算額（Ｂ）

平成23年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

9.6123,8001,293,8001,417,600一 般 会 計

2.67,800296,000303,800国民健康保険特別会計

 － 皆減10 廃止老人保健特別会計

△9.2△2,58027,98025,400後期高齢者医療特別会計

5.112,100238,300250,400介 護 保険特別会計

0.00303303地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

0.0043,75043,750工業地域開発事業特別会計

2.917,310606,343623,653特 別 会 計 合 計

7.4141,1101,900,1432,041,253　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：万円） 一般会計にみる市民１人当たりの歳出・歳入

（平成23年３月１日現在の人口31,538人で計算）
歳出は、１人当たり約44万9,000円、
前年度比４万2,000円の増となりました。　（単位：円）

平成23年度
1人あたり予算額

款　　　名　　　称

117,807民 生 費

85,837総 務 費

63,239土 木 費

43,853公 債 費

34,342衛 生 費

33,883教 育 費

32,830商 工 費

15,881農 林 水 産 業 費

15,440消 防 費

6,378そ の 他（議会費、災害復旧費など）

449,490　 合　 　 計　

　歳入では自主財源約16万3,000円、（うち市税12
万3,000円）、依存財源約28万6,000円（うち市債（借
金）7万5,000円）となりました。●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805



8（２０１１年４月）
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とうみ

  
新
規
採
用
及
び
退
職
職
員

●
新
規
採
用
職
員
は　

人
で
す

２２

　

村
山　

希（
税
務
課
）宮
澤
宏
美（
税

務
課
）堀
内
和
樹（
税
務
課
）長
岡
慶
将

（
子
育
て
支
援
課
）関　

裕
子（
子
育
て

支
援
課
）土
屋
智
則（
農
林
課
）上
原
翔

平（
農
林
課
）滝
澤
友
一
郎（
商
工
観
光

課
）兼
子
彩
香（
商
工
観
光
課
）小
林
沙

織（
建
設
課
）笠
井
昌
鷹（
建
設
課
）中
村

元
徳（
上
下
水
道
課
）土
屋
素
樹（
上
下

水
道
課
）曽
根
川
歌
織（
生
涯
学
習
課
）

関
森
希
和
子（
市
民
病
院
）棚
岡　

恵

（
市
民
病
院
）塚
田
博
久（
市
民
病
院
）吉

池
陽
子（
市
民
病
院
）瀬
在
直
美（
市
民

病
院
）田
村
明
佳（
市
民
病
院
）齊
藤
美

智
子（
市
民
病
院
）吉
池
千
秋（
市
民
病

院
）

●
退
職
者
は　

人
で
す

１９

（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
） 

　

田
丸
基
廣（
総
務
部
長
）山
浦
秀
司

（
市
民
生
活
部
長
）山
口
久
二（
上
下
水

道
局
長
）青
木
正
良（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
次
長
兼
教
育
部
長
）神
津　

司

（
参
事
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）土
屋

共
和（
参
事
市
民
課
長
）小
山
久
子（
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）荻
原
晴
男（
健

康
保
健
課
長
）白
石
三
郎（
市
民
課
副
参

事
兼
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長
）荻

原
繁
幸（
上
下
水
道
課
副
参
事
業
務
係

長
）荒
井
義
子（
子
育
て
支
援
課
主
査
）

小
松
ま
ち
子（
教
育
課
主
査
）金
井
秀
樹

（
生
涯
学
習
課
主
査
）花
岡
種
男（
福
祉

課
主
査
）村
山
茂
子（
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
主
査
）伊
藤
ひ
ろ
み（
生
涯
学
習
課

主
査
）花
里　

潤（
税
務
課
主
事
）昆　

雅
子（
健
康
保
健
課
主
任
）小
林
千
賀
子

（
市
民
病
院
看
護
師
）

●
名
称
の
変
更

　

総
務
課
危
機
管
理
係
を
総
務
課
防

災
係
に
変
更
し
ま
し
た
。

  
組
織
の
一
部
変
更
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～水上勉さんの作品にふれる～
北御牧小学校で 竹  紙 の紙芝居づくりに挑戦

ちく し

　

北
御
牧
小
学
校
５
年
竹
組
（
当
時
）
で
は
、
晩
年
を
八
重
原
の 
勘  
六 

か
ん 
ろ
く

山
で
過
ご
し
た
作
家
水
上
勉
さ
ん
の
小
説
「
小
さ
な
山
の
家
に
て
」
を

題
材
に
紙
芝
居
作
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
児
童　

名
が
小
説
を
読
み
合

２９

わ
せ
、
そ
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
竹
か
ら
作
る
「
竹
紙
」
の
紙
す
き
、

そ
の
紙
に
舞
台
と
な
っ
た
八
重
原
勘
六
山
の
風
景
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
児
童
た
ち
が
取
り
組
ん
だ

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

担
任   
長
井   
功
先
生
よ
り

　

５
年
竹
組
の
子
ど
も
た
ち
は
、

み
ん
な
が
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
み
ん

な
で
一
つ
の
作
品
を
作
り
た
い

ね
！
」 と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
こ
と

が
こ
の
活
動
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
水

上
さ
ん
と
交
流
が
深

か
っ
た
方
々
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
活

動
が
回
を
重
ね
て
い
く

に
つ
れ
、「
ぼ
く
が
描

き
た
い
絵
に
な
っ
て
き

た
」「
早
く
完
成
さ
せ
て
、

ぼ
く
が
書
い
た
勘
六
山

の
風
景
を
発
表
し
た

い
」「
普
通
の
紙
に
描
く

よ
り
竹
紙
に
描
い
た
方

が
す
ご
く
お
も
し
ろ

い
！
」
と
い
っ
た
気
持

ち
が
あ
ふ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
私
自
身
も
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
さ
や
意
欲
や
成
長

に
感
化
さ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
様
々
な
思
い
や
気
持
ち

が
一
つ
に
な
り
、
完
成
し
た
時
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
今
で
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
紙
芝
居

は
、
ク
ラ
ス
全
員
の
宝
物
で
す
。

  
紙
芝
居
づ
く
り
に
挑
戦　
!!

2 1

4 3

 
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
（
９
月
）

　

夏
休
み
に
全
員
で
小
説
を
読
み
、

長
い
文
章
を
短
く
読
み
や
す
く
ま

と
め
ま
し
た
。

 
紙
す
き
（　

月
）

１１

　

冷
た
い
水
に
手
を
入
れ
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
小
山
さ
ん
が
や
さ

し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 
絵
を
描
く
（　

月
）

１２

　

自
分
が
す
い
た
紙
に
、
小
説
の

風
景
を
想
像
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

　
　

く
ら
ま
せ
絵
を
描
き
ま
し
た
。

 　
 
完　

成
（
２
月
）

　

授
業
参
観
で
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
発
表
し
ま

し
た
。
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とうみ

  
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

【
場
面
１
】　

　

い
よ
い
よ
紙
す
き
だ
。

さ
っ
き
作
っ
た
団
子
を
水

で
溶
か
し
て
、
か
く
は
ん

機
に
入
れ
る
。
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
、
か
き
ま
わ
す
。

そ
れ
を
水
の
入
っ
た
水
槽

に
入
れ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
作
っ
た
木
枠
で
す
く

の
だ
。

【
場
面
２
】

　

「
あ
っ
、
お
月
さ
ん

だ
」
ロ
ラ
ね
え
さ
ん
が

言
っ
た
。
そ
し
て
、
た

め
息
を
つ
い
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
と
さ

ち
は
、
な
ぜ
た
め
息
を

つ
い
た
の
か
気
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
ロ
ラ
ね

え
さ
ん
が
、
ぼ
く
達
の

思
い
を
読
み
と
っ
た
か

の
よ
う
に
た
め
息
を
つ

い
た
理
由
を
話
し
て
く

れ
た
。

【
場
面
３
】

　

あ
る
日
、
嵐
が
起
こ
り
六
と
七

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

ぼ
く
は
そ
の
夜
、
夢
を
見
た
ん
だ
。

そ
の
夢
は
、
嵐
は
消
え
さ
り
、
木

と
風
は
音
に
乗
り
、
空
は
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
犬
た
ち

が
両
手
足
を
上
げ
「
神
様
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
い
た
。

  
活
動
を
支
え
た
地
域
の
皆
さ
ん

　

水
上　
 
蕗  
子 
さ
ん

ふ
き 

こ

　

八
重
原
勘
六
山
在
住
。
水
上
勉

さ
ん
の
娘
さ
ん
で
、
今
回
の
取
り

組
み
の
終
止
を
見
守
り
ま
し
た
。

『
五
年
竹
組
の
皆
さ
ん
へ
』

　

世
の
中
に
紙
芝
居
を
作
る
ひ
と

は
大
勢
い
ま
す
が
、
紙
を
自
分
た

ち
の
手
で
漉
い
て
仕
上
げ
た
と
い

う
の
は
、
世
界
で
初
め
て
！
と
い

う
く
ら
い
の
快
挙
で
し
ょ
う
。

　

最
初
か
ら
最
後
ま
で
自
分
た
ち

の
手
で
作
る
と
い
う
体
験
が
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
時
間
で
あ
っ
た

か
、
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
楽
し

げ
に
発
表
し
て
く
れ
た
様
子
か
ら
、

よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
千
年
前
の
中
国
で
開
発
さ
れ

た
「
造
紙
」
と
い
う
技
術
は
、　

２１

世
紀
の
今
日
も
変
わ
ら
ず
、
皆
さ

ん
が
勘
六
山
で
つ
く
っ
た
紙
も
大

き
な
工
場
で
作
ら
れ
る
紙
も
原
理

は
同
じ
で
す
。
人
は
、
絵
や
詩
な

ど
様
々
な
思
い
を
紙
に
書
き
と
め
、

文
明
や
文
化
、
芸
術
を
豊
か
に
育

ん
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
紙
芝

居
づ
く
り
は
、
人
間
の
�
表
現
す

る
�
と
い
う
営
み
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
ひ
と
い
き
に
経
験
す
る
貴
重
な

も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
社
会
人
に
な
る
頃
に

は
、
液
晶
画
面
に
何
か
れ
と
書
き

つ
け
る
世
に
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？
し
か
し
、
木
や
火
、
水

の
力
で
で
き
る
紙
の
魅
力
、
そ
の

紙
に
引
い
た
線
の
立
体
感
、
味
わ

い
を
深
め
る
色
彩
か
ら
得
ら
れ
た

達
成
感
は
、
北
御
牧
の
美
し
い
自

然
と
共
に
い
つ
ま
で
も
皆
さ
ん
の

心
に
残
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
山
久
美
子
さ
ん

　

上
田
市
在
住
。
勘
六
山
で
竹
紙

作
り
を　

年
間
続
け
て
い
ま
す
。

１９

　

竹
紙
の
材
料
の
準
備
か
ら
、
竹

紙
作
り
全
般
に
協
力
。
紙
す
き
当

日
は
、
一
人
ひ
と
り
に
指
導
を
し

ま
し
た
。

　

船
山　

滋
生
さ
ん

　

芸
術
む
ら
区
在
住
、
彫
刻
家
。

　

杉
村　

俊
明
さ
ん

　

上
田
市
在
住
、
美
術
家
。

　

お
二
人
は
、
紙
芝
居
の
絵
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
勘
六
山
で
の

ス
ケ
ッ
チ
で
は
イ
メ
ー
ジ
作
り
や

ス
ケ
ッ
チ
の
方
法
を
教
え
、
教
室

で
は
授
業
に
参
加
し
て
色
使
い
の

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
完
成
ま
で

を
見
守
り
ま
し
た
。
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▲２月に竣工した祢津保育園の太陽光発電
　パネル

地球にやさしい
まちづくり

－最 終 回－

シリーズ⑫

　

こ
れ
ま
で
太
陽
光
発
電
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
の
導
入
、
買
い
物
時
の
マ
イ
バ
ッ
グ

利
用
等
に
つ
い
て
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

取
り
上
げ
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
し
て
、

市
が
『
東
御
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
』
に
基
づ
き
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
て
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
内
容
と
こ
れ
か
ら
温
暖
化
対
策

を
進
め
る
う
え
で
の
補
助
制
度
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
平
成　

年
度

２２

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
実
績

　

下
の
表
は
、
平
成　

年
度
の
取
り
組
み

２２

目
標
と
実
績
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

【平成22年度地球温暖化対策施策の実績一覧表】

取り組み実績取り組み目標施策メニュー

助産所とうみへ地中熱利用換気システムを導入公共施設への導入を検討地中熱エネルギーの利用

助産所とうみ10kw、祢津保育園10kw
加沢公民館7.4kw導入

20kw導入
公共施設への太陽光発電システム
導入

太陽光発電システム導入補助
（132件、548.8kw）

152件、532kw導入補助
住宅の太陽光発電システム導入助
成

市道の防犯灯5基導入、区管理の防犯灯2基導入
補助、中央公園内施設へ21基導入

防犯灯への導入推進 
中央公園周辺施設へ導入

発光ダイオード（LED）照明の導
入

市内産20.9％、県内産48.3％（使用食品数調査
結果）

食材の15％を市内産、35％を県
内産

学校給食での地元農産物の利用促
進

参加者5,532人、CO2を3.0t削減参加者4,400人、CO2を2.6t削減とうみエコライフDAYの実践

利用者数30,847人（12月末時点）利用促進のPRデマンド交通の利用促進

利用者数9,035人利用促進のPR池の平シャトルバスの夏期運行

雨水貯留槽設置補助7件、生垣設置補助7件
サルビア等62,500本配布

雨水貯留槽と生垣の設置を促進花と緑のまちづくり

間伐面積45ha、※集約化64ha間伐面積40ha里山・森林の保全と活用

自家処理量193t、生ごみ処理機器購入補助
（電気式21件、コンポスト等70件）

自家処理量190t生ごみの減量化・堆肥化の推進

※集約化・・・森林を最も効率よく経営できる単位にまとめること

　生産者の見える安全な学校給食は
▼環境にもやさしい

▲中央公園に設置されたＬＥＤ照明
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とうみ

■
平
成　

年
度

２３

　
　

市
が
行
う

　
　
　

補
助
制
度
に
つ
い
て

●
平
成　

年
４
月
よ
り

２３

　

一
般
住
宅
用

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
補
助
が
変
わ
り
ま
す

　

近
年
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

シ
ス
テ
ム
導
入
の
低
コ
ス
ト
化
が
進
み
、

発
電
電
力
の
買
取
り
制
度
な
ど
に
よ
り
設

置
者
の
負
担
が
軽
減
し
た
こ
と
を
受
け
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
よ
り
多
く
の
方

に
補
助
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

〈
補
助
の
内
容
〉（　

）
は
変
更
前

　

・
最
大
出
力
に
２
万
円
を
乗
じ
た
額

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
万
円
）

　

・
限
度
額　

万
円
（　

万
円
）

１０

１５

●
L
E
D
防
犯
灯
の
設
置
補
助
が

　

加
わ
り
ま
し
た

　

平
成　

年
度
か
ら
L
E
D
防
犯
灯
を
新

２３

設
す
る
、
又
は
蛍
光
灯
防
犯
灯
の
老
朽
化

に
伴
い
L
E
D
灯
に
変
更
す
る
場
合
の
補

助
を
追
加
し
ま
す
。
補
助
率
等
は
事
業
経

費
の
３
分
の
２
以
内
で
５
０
、
０
０
０
円

の
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
L
E
D
灯
は
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
防
犯
及
び

通
行
上
の
安
全
性
の
確
保
が
図
れ
る
ほ
か
、

C
O
2
発
生
を
抑
制
し
温
暖
化
対
策
に
も

繋
が
り
ま
す
。

■
身
近
な
こ
と
か
ら
、

　

で
き
る
こ
と
か
ら
、

　

環
境
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　

現
在
の
環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
身
近
な
環
境
問
題

に
目
を
向
け
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送

り
、
環
境
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
行

動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
活
動
は
、

①
個
人
・
家
庭
で
取
り
組
む
も
の

②
地
域
・
社
会
で
取
り
組
む
も
の

③
職
場
・
企
業
活
動
で
取
り
組
む
も
の

に
大
別
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
た
と
え
わ
ず
か
な
行
動
で
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
８
９
６

６４

  
山
林
火
災
地
の
再
生
へ

　
　

田
之
尻
区
が
動
き
出
す

　

咋
年
５
月
に
山
林
火
災
に
遭
っ
た
森
林

（
約
３
・
５　

）
の
再
生
に
向
け
て
、
３

ha

月
２
日
、
市
役
所
で
田
之
尻
地
域
里
山
整

備
推
進
委
員
会
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
森
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
所
（
竹
垣

英
信
代
表
・
伊
那
市
）」
の
間
で
「
森
林
の

里
親
協
定
」
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

定
に
よ
り
、
森
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究

所
が
植
林
に
伴
う
苗
木
の
手
配
や
人
的
支

援
を
行
い
、
協
定
の
期
間
は
５
年
間
と
な

り
ま
す
。
植
林
や
整
備
を
行
い
、
親
し
み

の
あ
る
里
山
の
再
生
に
向
け
て
地
元
の
田

之
尻
区
が
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
長
の
山
浦
正
芳
さ
ん
は
、

「
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、

区
民
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
更
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
手
作
り
の
里
山

を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。▲左から竹垣さん、花岡市長、山浦さん
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活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

 
「
子
ど
も
会
安
全
会
」 へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
会
安
全
会
は
、
子
ど
も

会
や
育
成
会
の
活
動
中
に
生
じ
た

事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞

金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
会
費

を
全
額
補
助
し
、
加
入
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
手
続

２３

き
は
各
区
の
育
成
会
を
と
お
し
て

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
加
入
の
手
続
き

　

所
定
の
用
紙
に
、
氏
名
・
年
齢
・

行
事
計
画
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の　

　

①
育
成
会
等
の
活
動
中
の
事
故

　

②
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復

　
　

途
中
の
事
故

　

③
事
前
会
議
・
練
習
中
の
事
故

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

青
少
年
男
女
共
生
係

　
　

�　

－

５
９
０
６

６４

（２０１１年４月）

   
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は

　
　
　

様
々
な
生
活
体
験
が
大
切
で
す

　

春
、
新
入
学
・
進
級
の
時
期
で
す
。
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、
新
し
い

制
服
の
ま
ぶ
し
い
季
節
で
す
。

　

例
年
、
春
先
に
は
下
校
の
早
い
低
学
年
の
子
ど
も
、
夕
方
ひ
と
り
で

下
校
す
る
子
ど
も
に
不
審
者
が
声
を
か
け
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
の
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
を
通
学
路

や
通
学
時
間
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
勢
の
方
の
目
配
り
気
配
り
で

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
代
を
担
う
市
民
の
宝
、
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
、
市

内
で
は
、
各
区
・
各
地
区
で
、
子

ど
も
を
育
成
す
る
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
育
成
活
動
の
中
心
に

な
る
の
が
、
子
ど
も
会
・
育
成
会

で
す
。
自
然
体
験
や
物
づ
く
り
、

伝
統
行
事
や
美
化
活
動
な
ど
異
年

齢
の
子
ど
も
や
地
域
の
人
と
の
交

流
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

心
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、

ケ
ー
タ
イ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
普
及
に
よ
り
、
現
代
の
子
ど

も
た
ち
の
実
体
験
・
生
活
体
験
は
、

ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
ま
す
。
体

験
の
減
少
は
、
大
人
に
な
っ
て
い

く
過
程
で
価
値
観
に
も
影
響
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育

ち
、
郷
土
を
愛
す
る
大
人
に
成
長

す
る
よ
う
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
成
し
ま
し
ょ
う
。

   
各
地
区
で
は

 　
　

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

  
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会会　

長　

柳
澤　

一
馬　

　

す
も
う
大
会
や
川
遊
び
の
会
、

わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
咋
年
の
川
遊
び
は
、

夏
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
魚
を
捕
る
の
に
夢

中
な
子
ど
も
た
ち
。
魚
は
、
そ
の

場
で
さ
ば
い
て
塩
焼
き
に
し
ま
し

た
。
大
人
は
前
日
か
ら
川
原
の
整

備
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
魚
を
ほ

お
張
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、

大
人
に
は
何
よ
り
の
ご
馳
走
で
し

た
。

▲塩焼き　おいしそう！

出
典：

「
青
少
年
の
活
動
体
験
と
自
立

　
　
　

に
関
す
る
実
態
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
度
調
査

２１
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▲ジャンケン列車

  
滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会会　

長　

関　
　

勝
人　

　

親
子
遠
足
や
魚
つ
か
み
、

史
跡
め
ぐ
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
咋
年
の
親
子
遠
足

は
雨
天
で
し
た
が
、
体
育
館

で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
や
し
っ

ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
な
ど
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
大
人
も
子

ど
も
も
良
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま

で
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
る

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

▲工作に挑戦

  
和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

山
嵜　

義
人　

　

ふ
し
ぎ
発
見
や
ふ
る
さ
と

学
習
、
球
技
大
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
単
に
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
こ

と
に
自
分
な
り
に
挑
戦
し
た

り
、
上
級
生
が
下
級
生
を
教

え
た
り
す
る
場
面
を
設
け
、

育
成
会
の
ほ
か
、
学
校
や
P

T
A
、
地
域
ぐ
る
み
で
事
業

を
と
お
し
て
子
ど
も
た
ち
の

心
を
育
て
て
い
ま
す
。

▲御姫様の巨石発見！

  
祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

�
澤　

佑
三　

　

祢
津
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
ミ

ニ
駅
伝
大
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
咋
年
の
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
に
は　

グ
ル
ー
プ
が

１５

参
加
し
、
仲
間
と
協
力
し
な

が
ら
知
恵
を
絞
り
、
地
域
の

史
跡
に
設
置
さ
れ
た
各
ポ
イ

ン
ト
を
回
り
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
大
人
は
な
る
べ
く
手
を

出
さ
ず
、
あ
た
た
か
く
見
守

り
ま
す
。

▲川遊びに夢中

  
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会　

長　

荻
原　

輝
久　

　

親
子
ふ
れ
あ
い
史
跡
め
ぐ

り
や
魚
つ
か
み
、
工
作
教
室
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
史
跡
め

ぐ
り
は
初
め
て
行
い
ま
し
た

が
普
段
行
け
な
い
よ
う
な
場

所
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
鹿
曲
川
の
魚
つ
か

み
で
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
川

の
流
れ
を
体
で
感
じ
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
は
喜
々
と
し
て

遊
び
ま
し
た
。
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市
長
施
政
方
針
よ
り
（
抜
粋
）

　

平
成　

年
度
は
社
会
経
済
状
況

２３

を
踏
ま
え
、「
選
択
と
集
中
」
の
観

点
か
ら
必
要
な
人
材
や
予
算
を
重

点
的
に
投
入
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
園
の
整
備

は
１
地
区
１
園
と
す
る
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
滋
野
地
区
保
育
園
の

建
設
に
着
手
致
し
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
医
療
の
受
給
対
象
を
中
学
２

年
生
ま
で
拡
大
、
予
防
接
種
の
補

助
対
象
を
拡
大
し
児
童
の
感
染
症

予
防
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど

も
の
健
康
を
守
り
ま
す
。
出
産
か

ら
学
校
卒
業
ま
で
を
支
援
す
る
施

■
森
林
の
再
生
の
た
め
に

　

緑
豊
か
な
森
林
は
、
土
砂
災
害

や
洪
水
の
防
止
、
水
や
空
気
を
育

み
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

す
る
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
里
山
（
民
有

林
）
の
多
く
は
、
役
割
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
緊
急
に
間
伐

等
の
森
林
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
先
送
り
の
で
き
な
い
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
長
野

県
森
林
づ
く
り
県
民
税（
森
林
税
）

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
税
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２０

平
成　

年
度
の
５
年
間
で
す
。

２４

■
森
林
税
の
使
い
み
ち

　

隣
接
す
る
里
山
の
所
有
者
に
同

意
を
得
て
一
定
規
模
の
面
積
を
集

約
し
里
山
の
間
伐
を
行
い
、
効
率

的
に
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
年

間
の
市
内
の
実
績
は
、　

　

に
な

６９
ha

り
ま
し
た
。

　

森
林
税
を
活
用
し
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
透
明
性
や
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
地
域
会
議
等
で
事
業

 
市
議
会
第
１
回
定
例
会　

　

平
成　

年
度
各
会
計
予
算
可
決

２３

　

平
成　

年
市
議
会
第
１
回
定
例

２３

会
が
２
月　

日
開
会
し
ま
し
た
。

２３

　

今
定
例
会
に
は
、
平
成　

年
度

２３

の
一
般
・
特
別
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
の
各
予
算
案
の
ほ
か
、　

２２

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
７
件
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

８
件
、
東
御
市
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
や
人

事
案
件
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ

２９

ま
し
た
。

　

３
月
３
日
か
ら
７
日
に
は
、
一

問
一
答
方
式
を
交
え
た
５
会
派
の

代
表
質
問
や
７
名
の
議
員
か
ら
個

人
質
問
が
行
わ
れ
、
市
長
施
政
方

針
に
対
し
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
か
ら
の
３
日
間
、

１０

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た

議
案
及
び
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
東
北
地
方
太
平
洋

１８
地
震
及
び
長
野
県
北
部
地
震
へ
の

義
援
金
等
を
計
上
し
た
、　

年
度

２２

一
般
会
計
補
正
予
算
が
追
加
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
付
帯
意
見
を

含
め
市
の
提
案
し
た
議
案
に
対
し

て
全
て
に
原
案
可
決
及
び
同
意
が

さ
れ
、
議
員
提
出
議
案
２
件
も
可

決
と
な
り
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
は
５
月
発
行
の
市

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

策
に
総
合
的
に
取
り
組
み
、「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
、
災
害
時
の
避
難
施
設
で

あ
る
各
区
の
分
館
施
設
の
耐
震
補

強
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
災
害

発
生
時
の
司
令
塔
と
な
る
市
役
所

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
の
平
成

　

年
度
竣
工
を
目
指
し
ま
す
。
ま

２４た
、
本
年　

月
１
日
を
も
っ
て
緊

１０

急
告
知
放
送
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
に
一
本
化
し
、
専
用
の
受

信
機
を
９
月
ま
で
の
間
に
無
料
で

全
戸
に
貸
与
致
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
小
学
校
区
単
位
の
自

治
組
織
の
再
構
築
に
着
手
し
、
地

区
と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
共
通

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
初
年
度
に
あ
た
り
、

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
活
動
を
支

援
致
し
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
の
私
の
使
命
は
、

市
民
の
幸
せ
、
地
域
の
魅
力
を
一

つ
ず
つ
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
市

へ
の
愛
着
や
誇
り
へ
と
繋
が
り
、

市
民
全
体
の
絆
へ
と
通
じ
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

▲３日には北御牧小の６年生が傍聴

「
森
林
税
」と「
緑
の
募
金
」に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

成
果
の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
会
議
の
内
容
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

■
緑
の
募
金
は

　

緑
豊
か
な
環
境
作
り
に

　

使
わ
れ
て
い
ま
す

　

豊
か
な
緑
の
あ
る
環
境
の
大
切

さ
の
啓
発
や
地
域
を
緑
化
す
る
た

め
に
苗
木
の
配
布
や
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
の
緑
化
推
進
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
や
「
み

ど
り
の
少
年
団
」
の
育
成
な
ど
に

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　

�　

－

７
１
３
７

２５

　
　

農
林
課
耕
地
林
務
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４
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身
体
教
育
医
学
研
究
所
が

「
公
益
財
団
法
人
」
に

　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た

悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲
惨惨惨惨惨惨惨惨惨惨
なななななななななな
交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故
のののののののののの
なななななななななな
いいいいいいいいいい

安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
なななななななななな
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
へへへへへへへへへへ

  
悲
惨
な
交
通
事
故
の
な
い　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ

  
市
内
の
交
通
死
亡
事
故

　
　
　

ゼ
ロ
２
０
０
日
達
成

　

市
で
は
、
２
月　

日
に
「
交
通
死
亡
事

２３

故
ゼ
ロ
２
０
０
日
」
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
市
役
所
で
長
野
県
交
通
安

１１

全
運
動
推
進
本
部
長
で
あ
る
阿
部
守
一
県

知
事
か
ら
の
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
顕
彰
は
、
交
通
安
全
の
た

め
の
効
果
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
定
め
ら
れ
た
期
間
、

交
通
死
亡
事
故
が
な
い
市
町
村
に
行
な
わ

れ
ま
す
。
市
で
は
、
平
成　

年
９
月　

日

１７

２９

の
達
成
に
続
き
、
２
回
目
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
堀
内
良
人
上
小
地
方
事

務
所
長
か
ら
花
岡
市
長
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
、
立
ち
会
っ
た
新
村
邦
彦
上
田
警
察

署
長
と
田
中
晃
美
上
田
交
通
安
全
協
会
長

が
見
守
り
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
手
に
花
岡
市
長
は
、「
関
係

す
る
皆
さ
ん
の
努
力
で
２
０
０
日
が
達
成

で
き
た
。
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
一
年
を

通
じ
て
交
通
死
亡
事
故
の
な
い
地
域
に
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

に
主
要
道
路
の
交
差
点
で
交
通
指
導
所
を

設
置
し
、
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
顕
彰
の
規
定
に

あ
る
期
間
は
３
０
０
日
、
５
０
０
日
、
７

０
０
日
、
１
０
０
０
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
交
通
安
全
へ
の
思
い

　

家
族
や
友
達
に
も
』

　
  
交
通
少
年
団　

期
生
退
団

３０

　

２
月　

日
、
勤
労
者
会
館
で
東
御
市
交

１９

通
少
年
団　

期
生　

名
の
退
団
式
が
行
わ

３０

２４

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
花
岡
市
長
や
渡
辺
重
一
上
田

交
通
安
全
協
会
副
会
長
か
ら
道
の
駅
雷
電

く
る
み
の
里
で
行
っ
た
「
ミ
ニ
レ
タ
ー
作

戦
」
や
靴
の
か
か
と
に
反
射
テ
ー
プ
を
貼

る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦
」
な
ど

の
交
通
安
全
に
対
す
る
２
年
間
の
活
動
に

感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
団
旗
の
引
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
、

　

期
生
団
長
の
菊
池
拓
人
さ
ん
か
ら　

期

３０

３１

生
で
新
団
長
と
な
る
�
澤
佳
祐
さ
ん
に
団

旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
菊
池
拓
人
さ
ん

は
「
交
通
少
年
団
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ

ず
に
こ
れ
か
ら
も
生
活
し
て
い
き
た
い
」

と
退
団
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

原
明
徳
東
御
市
警
部
交
番
所
長
の
講
話

で
は
、「
家
族
や
学
校
の
友
達
な
ど
に
活

動
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。
中

学
生
に
な
る
と
行
動
範
囲
も
広
く
な
っ
て

い
く
の
で
、
ま
す
ま
す
交
通
事
故
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

▲左から堀内所長、花岡市長、新村署長、
　田中会長

▲団旗とともに交通安全の思いを引き
　継ぐ（菊池さん（左）と�沢さん）

　

こ
の
４
月
１
日
よ
り
、
身
体
教
育
医
学

研
究
所
は
県
内
で
初
の
一
般
財
団
法
人
か

ら
公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
所
の
活
動
内
容
で
あ
る
「
地
域
の
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
実
践
活
動
や
政
策
提
案
な
ど
の
役

割
を
担
う
」
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

公
益
財
団
法
人
と
は
「
学
術
、
技
芸
、

慈
善
そ
の
他
の
活
動
に
よ
り
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
の
利
益
増
進
に
寄
与
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
認
定
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
分
か
り

や
す
く
情
報
を
お
伝
え
し
、
様
々
な
取
り

組
み
に
よ
っ
て
お
役
に
立
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

■
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://p
e
d
a
m
.o
rg

■
ツ
イ
ッ
タ
ー

h
ttp
://tw

itte
r.co
m
/p
e
d
a
m

な
ど
で
随
時
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

●
身
体
教
育
医
学
研
究
所 （
し
ん
た
い
）

　
　

�　

－

６
１
４
８

６１

　
　

東
御
市
布
下
６－

１

　
　

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
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誕生日おめでとう！（ 4 月生まれ）

 小 
こ

 林 
ばやし

　 愛  莉 ちゃん （田中）
あい り

（１歳、H２２．４．２０生）

　愛莉１歳のお誕生日おめでとう�毎日

泣いたり笑ったり色々な表情を見せてく

れるね。これからもいっぱい食べていっ

ぱい遊んで元気に大きくなあれ�

 井  口 　 晴  斗 くん （曽根）
い ぐち はる と

（２歳、H２１．４．１生）

　最近とっても上手にお話しも出来るよ

うになって毎日楽しいネ！我が家のス

ティッチ、大きくなぁれ�

 山  本 　 桜  煌 ちゃん  （田中）
やま もと さ きら

（１歳、H２２．４．２０生）

　�桜煌、HappyBirthday �１つずつ色

々覚えて、いつもみんなを笑顔にしてく

れるね�これからも桜煌らしく、すくす

く育ってね。

 上  原 　 虎  桜 くん （加沢）
うえ はら こ お

（１歳、H２２．４．２７生）

　虎桜１歳おめでとう�一緒にバスケッ

トできる日を楽しみにしているね。パパ

より大きくなぁれ�

 井  出 　 結  菜 ちゃん （新屋）
い で ゆい な

（１歳、H２２．４．７生）

　 １歳お誕生日おめでとう！パパもマ

マもお姉ちゃんも、ゆいちゃんの笑顔が

大好きです。これからも姉妹仲良く大き

くな～れ！

 柳 
やなぎ

 沢 　 優  斗 くん （県）
さわ ゆう と

 （２歳、H２１．４．５生）

　優斗、２才のお誕生日おめでとう�毎

日、成長している姿を見ていると、とて

もうれしいよ。踊るのが大好き�これか

ら、もっと色々できるようになるのかな。

皆、見守っているよ。大きくなってね。

 藤  澤 　 愛  花 ちゃん （田中）
ふじ さわ あい な

（２歳、H２１．４．１１生）

　２歳のお誕生日おめでとう�歌が大好

きな愛ちゃん�ママは愛ちゃんの歌声が

大好きです�これからも優しく思いやり

のある女の子になってね☆

☆募集します!!☆　（対象者５月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。締め切りは、４月１２日 （火） まで。

●材料（４人分）
ピーマン  …………………………150g
ナス  ………………………………400g
ねぎ  ………………………………30cm
しょうが …………………………２かけ
みょうが ……………………………２個
中華スープ  ………………２/３カップ

豆板醤  ………………大さじ１と１/３
酒 ………………………………大さじ４
ごま油 ………………………………少々
サラダ油 ……………………………少々
塩 ……………………………………少々
片栗粉 ………………………………少々
�作り方
①なすとピーマンを洗い、縦半分に
切ってから斜めに切る。

②ねぎは１㎝ 幅のぶつ切り、しょうが
はせん切りにする。

③フライパンにサラダ油、ごま油（各
小さじ２）を熱し、ねぎの半量とし

　ょうがを炒め、香りが出たら、�を
加えて炒め合わせる。

④スープと塩小さじ２/３、豆板醤、酒

  親子料理コンテスト
　　　 　入賞作品紹介⑤

 『刺激的で賞』 

夏野菜“菜知スペシャル”
宮入真奈美・菜知 （小学６年） さん

　夏はやっぱり辛いものがいいです

ね！汗をかいて作って、汗をかいて

夏野菜を食べましょう。

を加え強火で水分をとばしながら炒
め、最後に残りのねぎとみょうがを
加えてひと混ぜし、同量の水で溶い
た片栗粉でとろみをつける。

 小 
こ

 林 　そらちゃん （田中）
ばやし

（３歳、H２０．４．２０生）

　そーちゃん�３歳のお誕生日おめでと

う！いつもお兄ちゃんと一緒になって遊

んで喧嘩もたくさんするけどお兄ちゃん

想いで優しいよね。そんなそーちゃんが

パパもママもお兄ちゃんも大スキだよ�
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とうみ

祝  
小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月　

日
に
中
学
校
で
、　

日
に
は
小
学
校
で
卒
業
証

１６

１７

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
の
不
安

と
大
き
な
希
望
。
仲
間
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
校
舎
を
あ

と
に
す
る
児
童
生
徒
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　

中
学
校
３
１
７
名
、

　

小
学
校
３
２
０
名
で
し
た
。

▲田中小学校 ▲滋野小学校

▲祢津小学校 ▲和小学校

▲北御牧小学校 ▲東部中学校 ▲北御牧中学校

　

退
職
、
転
出
、
転
入
、
新
規
採
用
の
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 
北
御
牧
中
学
校 

清
水
ま
す
み
（
切
原
小
）
深
水
伸
一
（
古
牧

小
）
五
十
嵐
い
ず
み
（
上
田
第
一
中
）

■
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〈
転
入
、
新
規
採
用
〉

 
田
中
小
学
校 

山
根
義
夫
（
八
幡
小
）
竹
内
克
彦
（
上
田
南

小
）
本
山
明
花
（
安
茂
里
小
）
小
池
陽
子

（
箕
輪
中
）
竹
鼻
恭
子
（
宮
川
小
）
西
川
美

由
紀
（
長
小
）
堀
内
朝
子
（
川
中
島
小
）
古

越
聡
子
（
川
岸
小
）
長
岡
百
合
子
（
豊
殿
小
）

 
滋
野
小
学
校 

田
中
敏
子
（
安
茂
里
小
）
藤
森
和
美
（
上
田

南
小
）
福
島
章
浩
（
旭
ケ
丘
中
）
高
橋
樹

（
清
明
小
）
竹
村
典
枝
（
上
田
南
小
）

 
祢
津
小
学
校 

村
澤
修
吾
（
通
明
小
）
堀
内
ち
ゑ
子
（
旭
ケ

丘
中
）
大
澤
み
づ
ほ
（
塩
田
西
小
）
山
口
浩

（
神
川
小
）
栗
木
文
（
和
田
小
）

 
和
小
学
校 

平
林
裕
一
（
山
ノ
内
中
）
柳
沢
広
（
城
下
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

�
野
利
彦
（
錦
部
小
）
�
澤
伸
一
（
真
田
中
）

水
野
哲
（
塩
田
西
小
）

 
東
部
中
学
校 

春
日
俊
宏
（
中
込
中
）
丸
山
真
弘
（
信
大
付

属
長
野
中
）
佐
藤
享
（
小
諸
東
中
）
安
藤
正

幸
（
傍
陽
小
）
山
邉
久
史
（
依
田
窪
南
部
中
）

柴
本
純
志
（
新
規
）
安
藤
晴
樹
（
新
規
）
中

村
伊
子
（
上
田
第
五
中
）
高
橋
恵
子
（
上
田

第
一
中
）

 
北
御
牧
中
学
校 

小
林
真
由
美
（
豊
洲
小
）
越
川
奈
美
子
（
開

成
中
）
大
日
方
守
（
川
路
小
）
堀
本
太
郎

（
和
田
中
）

■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

〈
退
職
・
転
出
〉

 
田
中
小
学
校 

原
英
正
（
小
海
小
）
赤
岡
愛
子
（
退
職
）
森

隆
則
（
退
職
）
浅
野
京
子
（
野
岸
小
）
宮
下

聡
（
信
大
付
属
長
野
小
）
石
井
さ
や
か
（
坂

北
小
）
田
丸
は
る
み
（
上
田
南
小
）
竹
村
英

美
（
上
田
南
小
）
平
坂
利
津
子
（
上
田
南
小
）

山
浦
淑
恵
（
千
曲
小
）

 
滋
野
小
学
校 

宮
澤
武
弘
（
軽
井
沢
東
部
小
）
中
島
晃
子

（
日
野
小
）
丸
山
理
恵
子
（
上
郷
小
）
長
田

達
哉
（
松
川
中
央
小
）
小
野
沢
昌
盛
（
上
田

南
小
）

 
祢
津
小
学
校 

曽
根
原
正
樹
（
下
諏
訪
南
小
）
小
山
喜
博

（
両
小
野
中
）
香
山
芳
枝
（
退
職
）
堀
内
英

里
（
青
木
中
）
両
角
理
恵
子
（
和
田
小
）

 
和
小
学
校 

小
池
英
樹
（
長
野
東
部
中
）
倉
沢
卓
夫
（
退

職
）
市
村
昌
平
（
木
島
平
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

大
谷
美
知
子
（
退
職
）
小
原
裕
（
芝
沢
小
）

小
林
真
紀
（
上
田
北
小
）
土
屋
真
由
美
（
豊

殿
小
）

 
東
部
中
学
校 

伊
藤
勝
廣
（
和
田
小
）
藤
松
太
一
（
退
職
）

花
岡
岳
（
軽
井
沢
中
）
北
原
康
弘
（
旭
ケ
丘

中
）
徳
竹
優
子
（
仁
科
台
中
）
伝
田
加
奈
子

（
大
野
川
中
）
齊
藤
清
子
（
女
鳥
羽
中
）
桂

木
惠
（
上
田
第
五
中
）
池
田
惠
子
（
上
田
第

六
中
）
赤
川
義
昭
（
戸
倉
上
山
田
中
）
安
藤

洋
子
（
青
木
中
）
原
田
佐
栄
子
（
上
田
第
六

中
）

  
市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
紹
介
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児
童
会
選
挙
に
立
候
補

　
　
　
　
　

和
小
学
校
五
年

　
　
 
小  
笠  
原 　
 
幸  
乃 　

お 

が
さ 
わ
ら 

ゆ
き 

の

　

私
は
、
五
年
松
組
か
ら
児
童
会

長
候
補
に
立
候
補
し
た
小
笠
原
幸

乃
で
す
。
私
が
児
童
会
長
に
な
っ

た
ら
、
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
全
校
の
み
な

さ
ん
が
楽
し
め
る
児
童
会
行
事
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
な
か
よ
し
タ
イ
ム
を
増
や

し
、
ペ
ア
で
協
力
し
て
楽
し
め
る

場
を
作
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」「
こ
ん
に
ち
は
。」「
さ

よ
う
な
ら
。」
な
ど
、
あ
い
さ
つ
が

生
徒
会
に
貢
献
で
き
る

　
　
　
　
　
  
三
年
生
に

　
　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
　
 
小  
田  
切 　
 
幸  
哉 　

お 

だ 

ぎ
り 

ゆ
き 

や

　

僕
達
二
年
生
は
、
も
う
す
ぐ
三

年
生
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
三
年

生
に
な
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
今

　

僕
に
は
二
年
生
と
し
て
送
っ
て

き
た
生
活
の
中
で
、
し
っ
か
り
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
清
掃
に
集
中
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
目
的
を
も
っ
て
取
り
組

め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
無
言
清
掃
は
、
自
分
の

心
を
磨
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
自
分
の
分
担
場
所

を
確
実
に
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
三
年
生
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
授
業
中
寝
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
、
全
て
僕
の
生
活
習
慣
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
に
帰
っ
た

ら
す
ぐ
に
学
習
す
る
と
い
う
習
慣

を
身
に
つ
け
、
改
善
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
誰
か
ら
見
ら
れ
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
り
良
い
東
部

中
を
築
く
た
め
に
、
生
徒
会
に
貢

献
し
て
い
け
る
三
年
生
へ
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

明
る
く
ひ
び
く
学
校
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
運
営
委
員
会
の
あ
い
さ
つ

運
動
を
強
化
し
た
り
、
あ
い

さ
つ
週
間
を
実
施
し
た
り
し

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
全
校
が
「
し

ー
ん
」
と
静
ま
り
か
え
っ
て

無
言
清
掃
が
で
き
る
学
校
に

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
モ
デ
ル
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ま
た
清
掃
週
間
を
実
施
し
、

グ
ル
ー
プ
で
む
だ
な
話
を
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
も

ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
和
小
学
校
を

も
っ
と
も
っ
と
良
く
し
て
い

く
自
信
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

私
に
一
票
を
入
れ
て
児
童
会
長
に

し
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
、
ひ
ざ
の
上
に
抱

っ
こ
さ
れ
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
大
好
き
で
す
。
繰
り
返
し

読
む
こ
と
で
お
話
の
世
界
に
入
り

こ
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
育
園
に
は
ス
テ
キ
な
絵
本
が

た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
て
、
絵
本

を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
絵
本
の
中
で
特
に
夢

中
に
な
っ
た
、 �
わ
ん
ぱ
く
だ
ん
シ

リ
ー
ズ
�
に
つ
い
て
印
象
に
残
っ

た
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

子
ど
も
達
の
発
想
を
大
切
に
し
な

が
ら
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
遊

び
の
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

保
育
士
が
鬼
に
な
っ
た
「
か
く
れ

ん
ぼ
」
で
は
、
園
全
体
を
隠
れ
場

所
と
し
て
使
い
、
園
庭
で
は
人
形

を
隠
し
て
友
達
と
探
し
に
行
く
ゲ

ー
ム
を
し
ま
し
た
。「
お
ば
け
や

し
き
」
で
は
、
絵
本
の
主
人
公
の

お
ば
け
屋
敷
づ
く
り
が
印
象
に
残

り
、
作
り
た
い
お
ば
け
を
子
ど
も

た
ち
が
製
作
し
ま
し
た
。
ド
キ
ド

キ
し
て
お
ば
け
屋
敷
に
入
っ
た
の

で
す
が
、
自
分
の
お
ば
け
を
探
す

の
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
に

ん
じ
ゃ
や
し
き
」
で
は
、
年
長
児

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
広
い
遊
戯
室
を

存
分
に
使
っ
た
夢
の
あ
る
忍
者
屋

敷
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
手
作

り
し
た
刀
や
手
裏
剣
で
忍
者
に
な

り
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
達
の
様
子
か
ら
満
足
感
や
達
成

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
絵
本
」は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
に
も
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て

く
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
達
と
一
緒
に
絵
本

の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

▲わんぱく忍者参上！

▲忍者屋敷を駆け回る

▲よろしくおねがいします！
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

　

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　
　

４
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

４
月　

日 （
土
）

１６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階　

読
書
会
室

�
内
容　

テ
ー
ブ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　

絵
本
の
読
み
と
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　
　
　
　

「
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
」

　
　
　
　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
た
ね
と
ん
だ
」　

他

　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　

語
り

　
　
　
　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　

「
ふ
き
あ
げ
ロ
ケ
ッ
ト
」

４
月
８
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

図
書
館
だ
よ
り

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

21

98765�3

1615141312�10

2322212019�17

30��2726�24

◆
一
般
書

�
三
重
塔
※ 
…
…
…
…
…
埼
村　
　

裕
・
著

※
市
内
海
善
寺
在
住
の
清
野
竜
さ
ん（
本
名
）

の
作
品
。
出
版
記
念
に
、
他
３
冊
と
合
わ

せ
て
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
中
学
・
高
校
生
の
お
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
上
田　

淳
子
・
著

�
格
安
航
空
会
社
が
日
本
の
空
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
赤
井　

邦
彦
・
著

�
ダ
ー
ク
ゾ
ー
ン 
…
…
…
貴
志　

祐
介
・
著

�
青
の
寝
室

　
　
　
 
…
…
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ム
ノ
ン
・
著

◆
児
童
書

� 
竜
の
座
卓 
…
…
…
…
… 
朝
比
奈
蓉
子
・
作

�
バ
ー
ジ
ャ
ッ
ク　

ア
ウ
ト
ロ
ー
の
掟

　
　
　
　
　
  　
 
…
…
…
S
F
サ
イ
ー
ド
・
作

�
は
る
が
き
た

　
 
… 
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ロ
イ
・
グ
レ
ア
ム
・
絵

�
せ
き
と
り
し
り
と
り

　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
高
畠
那
生
・
絵

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

 
図
書
館
発

  
今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

『
語
学
の
本
』

　

新
た
な
気
持
ち
で
新
年
度
や
新
学
期
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
英
会
話

な
ど
語
学
学
習
の
ス
タ
ー
ト
に
も
最
適
な

時
期
で
す
ね
。
図
書
館
に
は
C
D
付
き
の

本
、
小
中
学
生
向
き
の
本
、
学
習
方
法
を

紹
介
し
て
い
る
本
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
ご
覧
い
た
だ
き
、
試
し
て
み
て
、

続
け
ら
れ
そ
う
な
も
の
に
出
逢
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

�
は
じ
め
て
書
く
英
文
手
紙
・
E
メ
ー
ル

上
地
安
貞
・
谷
澤
泰
史：

編
著

東
京
堂
出
版

�
た
っ
た
３
語
で
話
せ
る
！

　
　
　

は
じ
め
て
の
英
会
話　

①
〜
③

大
門
久
美
子：

文

汐
文
社

 
４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
は
じ
め
て
】

　

は
じ
ま
り
の
月　

4
月
。
い
ろ
ん
な
は

じ
め
て
が
あ
り
ま
す
ね
。

・
は
じ
め
ま
し
て

新
沢
と
し
ひ
こ：

作

大
和
田　

美
鈴：

絵

鈴
木
出
版

・
初
恋

島
崎　

藤
村：

詩

か
わ
か
み
た
か
こ：

絵

斎
藤　
　

孝：

編

ほ
る
ぷ
出
版

「
郷
土
資
料
収
集
へ

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

図
書
館
で
は
、
郷
土
資
料
を
収
集
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市
の
特
産
品
で
あ

る
巨
峰
や
く
る
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
資
料
数
が
豊
富
と

は
い
え
ず
、
今
後
出
版
さ
れ
る
資
料
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
収
集
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
過
去
に
出
版
さ
れ
て
い
る
資
料
収

集
の
必
要
性
も
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

巨
峰
や
く
る
み
、
白
土
馬
鈴
薯
、
そ
の

他
郷
土
に
関
す
る
資
料
や
情
報
を
お
持
ち

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
郷
土

資
料
の
充
実
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

  
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
材
料
に
�

　

貴
金
属
の
訪
問

　
　
　
　

買
い
取
り
に
注
意

 
こ
ん
な
相
談
が

　
　

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

【
相
談
】

　

庭
先
で
草
取
り
を
し
て
い
た
ら
、
不
意

に
見
知
ら
ぬ
男
性
に
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

の
材
料
に
使
う
金
と
プ
ラ
チ
ナ
が
不
足
し

て
い
る
の
で
、
貴
金
属
を
持
っ
て
い
た
ら

出
し
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

断
っ
た
の
に
「
た
ん
す
を
開
け
た
ら
あ
る

で
し
ょ
う
」
な
ど
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、

「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
使
わ
れ
る
の
な
ら
、

困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い

も
あ
り
、
探
し
て
み
よ
う
と
家
に
入
る
と

玄
関
ま
で
一
緒
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
壊

れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
３
本
と
指
輪
を
出
す
と
、

買
い
取
り
料
と
し
て
５
、
０
０
０
円
を
渡

さ
れ
た
。

　

後
に
な
っ
て
「
ど
う
し
て
渡
し
て
し
ま

っ
た
の
か
」
と
悔
や
ん
で
い
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
貴
金
属
訪
問
買
い
取
り
に
つ
い
て
寄
せ

ら
れ
て
い
る
相
談
の
多
く
が
、「
不
意

打
ち
に
勧
誘
さ
れ
、
訳
が
わ
か
ら
な
い

う
ち
に
買
い
取
ら
れ
た
」「
強
引
で
怖

か
っ
た
」
な
ど
で
す
。

●
最
近
は
、「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
部
品

に
な
る
の
で
人
の
命
が
助
か
る
」「
医
療

機
器
に
再
生
す
る
の
で
社
会
貢
献
に
な

る
」
な
ど
、
親
切
心
に
つ
け
込
む
ケ
ー

ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

●
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
心
臓
ペ
ー
ス
メ

　

ー
カ
ー
は
す
べ
て
輸
入
品
で
、
国
内
で

作
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
金
と
プ
ラ
チ
ナ
は
主
な
材
料
で

は
な
く
、
心
臓
用
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り

ま
せ
ん
。

●
突
然
の
訪
問
で
、
冷
静
に
判
断
す
る
間

も
な
く
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
買
い
取
っ
て
も

ら
う
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、
最
初
の
段

階
で
勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。
居
座
ら
れ
た
り
脅
か
さ
れ

た
り
し
た
と
き
は
警
察
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

　

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

先
月
に
引
き
続
き
、「
人
権
と
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
の
結
果
よ
り
、

今
回
は
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」
考
え
て

み
た
い
。

　

「
あ
な
た
は
、
日
本
の
社
会
に
『
被
差
別

部
落
』、『
同
和
地
区
』
あ
る
い
は
『
部
落
』

と
呼
ば
れ
、
差
別
を
受
け
て
い
る
地
区
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
の
質
問

に
対
し
て
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い

る
人
が　

％
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
同
和

８７

問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
同
和
問
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
意
識

が
持
て
る
は
ず
で
あ
る
。「
あ
な
た
は
、

部
落
差
別
が
『
現
在
』
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
、「
あ
る
と
思

う
」
は　

％
、「
な
い
と
思
う
」
は　

％
、

４０

２８

「
わ
か
ら
な
い
」
が　

％
で
あ
る
。
現
在

３２

も
あ
る
と
答
え
て
い
る
人
が　

％
い
る
こ

４０

と
は
、
か
な
り
大
き
い
数
値
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
差
別
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組

み
が
必
要
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
わ
か
ら
な
い
」
の　

％
に
つ
い
て
は
最

３２

近
の
状
況
を
知
ら
な
い
の
で
、
判
断
が
つ

き
か
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

市
が
区
ご
と
に
行
う
人
権
啓
発
学
習
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
最
近
の
状
況
を
理

解
す
る
努
力
が
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

差
別
が
あ
る
と
答
え
た
人
に
、「
ど
の
よ

う
な
面
に
部
落
差
別
の
実
態
が
あ
る
と
思

う
か
」
複
数
回
答
で
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

１
番
多
い
の
が
、「
結
婚
」
で　

％
、
２
番

４２

目
の
「
近
所
づ
き
あ
い
」
の　

％
を
大
き

１６

く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同

和
問
題
は
結
婚
に
お
い
て
ま
だ
解
決
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
問
題
解
決
の
た
め
に
は
ま
ず

部
落
差
別
に
つ
い
て
の
歴
史
的
理
解
を
深

め
る
努
力
は
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
特

に
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
若
い
人
た
ち

へ
の
教
育
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

世
の
中
に
は
様
々
な
差
別
が
あ
る
。
な

か
で
も
部
落
差
別
は
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
日
本
固
有
の

人
権
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
今
な
お
、
部

落
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
解
決
に
向

け
し
っ
か
り
と
し
た
意
識
を
持
ち
、
行
動

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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す
。
教
育
は
英
語
で
〝
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〞
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
当
た
る
ラ

テ
ン
語
の
語
源
は
「
引
き
出
す
：
エ
デ
ュ

ケ
ー
レ
」と「
養
い
育
て
る
：
エ
デ
ュ
カ
ー

レ
」
の
２
つ
の
言
葉
か
ら
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
人
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
資
質
や

能
力
、
感
性
、
才
能
を
引
き
出
し
、
そ
れ

ら
を
伸
ば
し
発
達
さ
せ
、
人
生
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
成
し
遂
げ
る
よ
う
に
育
て
て
い
く
育

み
が
教
育
な
の
で
す
。

　

教
育
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
本
来
の
意
味
を
持
つ
教
育
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
共
育
（
共
に
育
み
、
育

ま
れ
る
）
へ
の
道
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

　

次
回
は
、
そ
の
教
育
の
理
念
が
理
想
的

に
機
能
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

学
会
テ
ー
マ
：
教
育
を
考
え
る
①

　
　
　
　
　

〜
感
性
教
育
へ
の
挑
戦
〜

　

皆
さ
ん
は
教
育
に
つ
い
て
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
「
暗
記
」

や
「
競
争
」、「
一
方
的
な
教
え
」
な
ど
、

様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
大
半
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
も
の
で
、
こ
れ
は
私
た
ち
の
学

生
時
代
か
ら
叩
き
込
ま
れ
た
教
育
経
験
か

ら
出
て
き
た
も
の
で
す
。

　

最
近
、
話
題
と
な
っ
た
「
大
学
入
試
問

題
の
ネ
ッ
ト
投
稿
問
題
」
の
事
件
は
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
に
訴
え
か
け
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。「
生
存
の
教
育
」、「
成
功

の
教
育
」、「
企
業
戦
士
の
教
育
」
な
ど
が

強
調
さ
れ
る
時
代
の
中
、
学
校
で
は
「
人

生
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
考
え
る
暇
は

な
く
、
た
だ
、
成
績
に
よ
る
勝
ち
組
・
負

け
組
が
存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
教
育
は
知
識
だ
け
を
伝
え
る
も

の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
素
質
や
才
能
、
感
性
に
気
づ
き
、

人
生
を
計
画
し
、
そ
の
設
計
を
も
と
に
毎

日
を
誠
実
に
生
き
る
よ
う
に
導
く
も
の
で

 
第
１
回
『
し
ん
た
い
学
会
』

　
　
　
　
　
　
　
 
報
告
記
③

�

 翠 
みどり

 川 　 洋  子  保健師
かわ よう こ

  
ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

 
糖
尿
病
予
備
群
が
増
加
！

  
若
い
世
代
で
５
年
前
の
４
倍
に

　

特
定
健
診
の
結
果
を
平
成　

年
度
と
平

１７

成　

年
度
で
比
較
す
る
と
、
糖
尿
病
の
原

２１
因
と
な
る
指
標
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c

（
H
b
A
1
c
）
※
が
、　

歳
代
・　

歳

３０

４０

代
と
い
う
若
い
世
代
で
異
常
値
の
割
合
が

４
倍
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
健
康
課
題
が
「
糖

尿
病
予
防
」
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。

※
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c （
H
b
A
1
c
） 

と
は
、 

過
去
１
、
２
ヶ
月
の
血
糖
値
の

状
態
が
わ
か
る
値
で
す

■
あ
な
た
の

　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
大
丈
夫
？

　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
、
特
定
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成　
２１

年
度
、
東
御
市
国
保
の
受
診
率
は　

・
７

３６

％
で
、
県
平
均
の　

・
２
％
を
下
回
っ
て

３９

い
ま
す
。
年
１
回
は
特
定
健
診
等
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
の
受
診
に
つ
い
て
は
、
各
保

険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

東
御
市
国
保
の
方
は
５
月
に
受
診
券
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
６
月
か
ら
翌
年
１
月

ま
で
に
市
内
医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
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〈広告欄〉　

 ４月の納税 （納期限５月２日）
�固定資産税・都市計画税（１期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

＋４件33件1８件件数

＋２件39名22名傷者

±０名０名０名死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

　＝２月の出動件数＝

火災　３件（５件）　救急103件（204件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成22年２月平成23年２月

20.7℃（25日） 16.6℃（27日） 最高気温

－9.0℃（４日） －10.9℃（１日） 最低気温

1.6℃　　　　1.1℃　　　　平均気温

77.8％　　　　74.1％　　　　平均湿度

50.0㎜　　　　42.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 ２月28日現在

●１年・６か月前納は割引になります
　現金支払いの場合、４月上旬に小諸年金事務所から

納付書が郵送されます。「６ヵ月分」または「１年分」の

前納を希望される方は、同封のいずれかの納付書で４

月末までに納付してください。

※口座振替の場合も前納制度がありますので、お問い

　合わせください。

●保険料の納付が困難なときは、
　　　　　　　　免除・猶予の申請を
　保険料を納めることが困難な場合は、申請すること

で前年所得額などに応じて、納付の「全額免除」「一

部免除」または「納付猶予」される制度があります。

また、学生の方には「学生納付特例制度」もあります。

　申請の際は、①年金手帳、②認め印、③学生証（学

生の場合）をお持ちください。

退職・失業による特例免除について

　退職、失業による特例免除は、対象となる本人所得

を除外して審査を行い、保険料の納付が免除されるも

のです。免除を希望する場合は、ハローワークの証明

書などが必要になりますので、あらかじめお問い合わ

せください。

　●問い合わせ先
　　小諸年金事務所　　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　�62－1111 （代表）

平成23年度の国民年金保険料
をお知らせします

月額15,020円／年額180,240円

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

１年分６か月分
納付額
【割引額】 177,040円

【3,200円】
89,390円
【730円】
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とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........77777777777777777777No.77 

クリーンリサイクル係  �63－6814

 
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の

　
　
　
  
廃
棄
に
つ
い
て

　

ラ
イ
タ
ー
の
回
収
や
廃
棄
時
の

火
災
や
爆
発
事
故
防
止
の
た
め
、

必
ず
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
ガ
ス
抜
き
の
方
法
（
例
）

①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

着
火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き

消
す
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー

プ
で
、
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
た

ま
ま
固
定
す
る
。

④
ガ
ス
が
噴
出
す
る
「
シ
ュ
ー
」

と
い
う
音
を
確
認
。
聞
こ
え
な

い
場
合
は
、
炎
調
整
レ
バ
ー
を

プ
ラ
ス
方
向
に
動
か
す
。

⑤
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
火
の
気
の

無
い
、
風
通
し
の
よ
い
屋
外
に

半
日
か
ら
１
日
置
く
。

⑥
念
の
た
め
着
火
操
作
し
、　

火

が
着
か
な
け
れ
ば
、
ガ
ス
抜
き

は
完
了
で
す
。

  
火
の
気
の
な
い
、

  
風
通
し
の
良
い
屋
外
で

  
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
�

〈広告欄〉

　
　
　

今
年
度
の
固
定
資
産
税

　
　

・
都
市
計
画
税
の
納
付
月

（
期
限
）は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

今
年
度
は
、
第
１
期
の

　
　

納
付
期
限
が
５
月
２
日
に

な
り
ま
す
。
第
２
期
以
降
は
、

７
月
、
９
月
、　

月
の
そ
れ
ぞ

１１

れ
末
日
（
末
日
が
土
・
日
曜
日

の
場
合
は
翌
月
の
第
１
月
曜

日
）
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替

日
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
 

各
税
目
の
納
期
限
は
、
４

月
１
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１２

　
　
　

納
税
通
知
書
は
い
つ
届

　
　

き
ま
す
か
？

　
　
　

４
月　

日
に
納
税
通
知

１５

　
　

書
を
発
送
し
、
４
月
2
0

日
ま
で
に
は
お
届
け
で
き
る
予

定
で
す
。

　

課
税
明
細
書
の
記
載
内
容
を

十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
現
金
で
の

納
付
の
場
合
は
、
市
役
所
や
指

定
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
各
納
期
の

額
が　

万
円
以
下
の
場
合
）
で

３０

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

取
扱
店
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
さ
れ
ま
す
振
込
用
紙
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

『
納
税
通
知
書
は

　
　

必
ず
保
管
し
て

　
　
　

く
だ
さ
い
！
』

　

固
定
資
産
税
の
『
納
税
通
知

書
及
び
課
税
明
細
書
』
は
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
不
動

産
収
入
や
農
業
収
入
な
ど
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
対
象

と
な
る
土
地
や
家
屋
を
利
用
し

た
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
確
定
申
告
の
際
、
経
費

（
租
税
公
課
）
の
算
出
に
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

�　

－

１
１
１
１
（
代
表
）

６２

４
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
期
の
納
付
月
で
す

　

ご
み
出
し
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
ル
ー
ル
（
生
涯
学
習
カ
レ
ン

ダ
ー
「
ご
み
・
資
源
物
分
け
方
出

し
方
ポ
ス
タ
ー
」
参
照
）
に
従
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

QＡQＡ
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　６月の起工式から工事を進めてきた祢津保育園の新園舎が完

成し、２月２８日竣工式が行われました。式では、花岡市長や園

児の代表がテープカットを行い、年長・年中児が歌や合奏で待

望の新園舎の完成を喜びました。新園舎は、温もりのある木材

を使用し、１０キロワットの太陽光発電パネルの設置や園庭の全

面芝生化など環境面のほか、北側１箇所に集中管理された玄関

を配置し防犯面にも配慮がされています。また、保育の充実を

目的に看護士が常駐する病児相談室や一時保育室などが配置さ

れました。

（２０１１年４月）

　中央公民館の耐震改修を機に、より市民本位の中央公民館

とするため、昨年８月より「魅力ある中央公民館を考える講

座」が行なわれてきました。３月１９日、６回目を迎えた「生

涯学習まちづくり市民のつどい」では講座の集大成として、

講師を務めた聖徳大学教授の福留強さんの講演や学習内容の

発表などが行なわれました。続いて、シンポジウムでは花岡

市長や関文彦公民館長、受講生代表の青木嘉子さん、森まり

子さんがまちづくりの拠点として、また、学びあい教えあう

公民館の役割について話し合いました。

魅力ある中央公民館を考える
生涯学習まちづくり市民のつどい開催

命を大切に～可能性を信じて
さんらいずホールが講演会開催

　２月２６日、社会福祉法人ちいさがた福祉会の事業所「さん
らいずホール」が主催し、文化会館サンテラスホールで講演
会を開催しました。第１部では、「戦場カメラマン」として
テレビでもおなじみの渡辺陽一さんが「命を大切に～可能性
を信じて」を演題に戦場で撮影した写真を見せながら、集
まった約760名の皆さんに「戦争の犠牲者は子どもたち。戦
地では日本の福祉が求められている」と伝えられました。第
２部のシンポジウムでは、侍学園スクオーラ・今人理事長の
長岡秀貴さんや薬王山東昌寺副住職の飯島惠道さんらが命と
向き合う現場での実践から得られたことなどを語り合いまし
た。▲戦場の様子を身振りを交えて話す渡辺さん

▲年長児の合奏に拍手が上がった

▲シンポジウムのようす

　２月２７日、総合福祉センター講堂で平成２２年度東御市味の
セミナーが行なわれました。｢我が家のおもてなし料理｣とし
て実行委員会を組織した構成団体から試食９品が用意され、
１２０名の参加者たちは説明を聞きながら１品ずつ味わいまし
た。続いて、職人館（佐久市）館主の北沢正和さん（写真右）
と松本大学教授の佐藤博康さんが｢これが自慢の郷土料理｣を
テーマに対談を行い、｢地の利を生かした新鮮な旬の味を提
供することが“おもてなし”であり、豊かな自然の恵みに地
域一帯が価値観を持っていきましょう｣と参加者に話しかけ
ていました。

これがおらほの郷土料理
味のセミナー開催

▲対談のようす

環境に配慮、防犯を強化
祢津保育園新園舎が竣工
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

２
・　

▼
湯
の
丸
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属

２４

の
６
名
が
「
第　

回
全
日
本

３５

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権

も
が
み
赤
倉
大
会
」
へ
の
出

場
報
告　

（
市
役
所
）

３
・
２
▼
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
の
収
益
金

を
市
へ
寄
付　

（
市
役
所
）

３
・　

▼
３
月
で
退
職
す
る
原
明
徳
東

１７

御
市
警
部
交
番
所
長
に
感
謝

状
の
贈
呈　

（
市
役
所
）

（２０１１年４月）

自分を変えれば周りも変わる
　２月２０日、平成２２年度男女共同参画のつどいが中央公民
館講堂で開催されました。落語家の笑福亭松枝さんを講師
に「男女共同で△（さんかく）じゃない○（まる）い世の

中」をテーマ
に講演と古典
落語が話され、
ユーモアたっ
ぷりの軽快な
語りに約８０名
の参加者から
は大きな笑い
声が上がって
いました。

　３月１日、市に西宮区が所蔵してきた画家丸山晩霞さん

の作品（ 屏 
びょう

 風 ）「渓谷と 三  巓  麗  花 」が寄託されました。この
ぶ さん てん れい か

作品は、昭和５年に西宮区に寄贈されたもので、保管場所
や保管条件により
丸山晩霞記念館で
預かることになり
ました。今後は、
企画展などで一般
公開されます。な
お、文化会館ホー
ル北側入口の壁に
はレプリカが展示
されています。

西宮区が丸山晩霞作品を寄託

私たちにできることを
北御牧中学校が義援金を募る

　３月２０日から２３日の４日間、北御牧中学校生徒会役員
と吹奏楽部の生徒４０名が、しなの鉄道田中駅前ロータリ
ーで東日本大震災による被災地への義援金を募りました。
生徒会役員が募金箱を持って駅を利用する皆さんに協力
を呼びかけ、吹奏楽部がPR演奏と「私たちにできるこ
と」と題した意見発表を行い、大勢の方が募金をしてい
ました。生徒会長の竹内広成さんは「自分たちのできる
ことで力になりたかった｣、吹奏楽部長の石原みなみさ
んは「節電など今すぐにできることをしていきたい」と
話していました。

▲ＰＲ演奏のようす

竹内さん硬式野球で全国大会へ
　北御牧中学校２年 （当時）の竹内広成さんが所属する硬式
野球チーム「佐久シニア」が、「第１７回日本シニアリトル野球
全国選抜大会（３月２８日から大阪府）」に北信越ブロック代

表として出場を
決めました。出
場報告会で竹内
さんは「一戦一
戦を大切に、得
意のバッティン
グを生かし攻撃
的な野球をした
い」と抱負を話
していました。

　市消防団副団長の井出広美さんが平成２２年度消防功労者
消防庁長官表彰の永年勤続功労章（２５年以上）を受賞しま
した。３月８日に市役所で行なわれた伝達式では、堀内良

人上小地方事務
所長から表彰状
が手渡され、「諸
先輩方の指導の
おかげです。後
輩に引き継いで
いきたい｣と喜
びの声を聞かせ
てくれました。

井出副団長が消防庁長官表彰を受賞

　たくさんの方から
▼募金が集まった
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▼
こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
に
日
夜
懸
命
な
努

力
を
さ
れ
る
み
な
さ
ま
に
敬
服
す
る

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
▼
現
在
、
市
内

で
も
被
災
地
へ
向
け
、
た
く
さ
ん
の

あ
た
た
か
い
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。　

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し

２７

た
北
御
牧
中
の
生
徒
た
ち
の
こ
と
ば

通
り「
ま
ず
は
自
分
の
で
き
る
こ
と
」

を
私
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
▼
さ
て
、
こ
の
た
び
の
人
事
異

動
に
よ
り
２
年
間
担
当
し
て
き
ま
し

た
市
報
と
う
み
の
編
集
も
こ
れ
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。
手
掛
け
た
誌
面

を
読
み
返
す
と
、
本
当
に
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,478世帯（－６）

総人口

31,538人（－25）

男 15,512人 （－14）

女 16,026人 （－11）

（３月１日現在）

人の動き

転入  56人（－13）

転出  73人（＋21）

出生  18人（－１）

死亡  26人（－９）

 ※カッコは２月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています
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市
で
は
、
平
成　

年　

月
に
ワ
イ
ン
特
区
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
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こ
れ
に
よ
り
、
市
で
栽
培
さ
れ
た
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
・
販
売
が
始
ま

こ
れ
に
よ
り
、
市
で
栽
培
さ
れ
た
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
・
販
売
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
よ
り
、
市
内
ワ
イ
ン
特
区
の
先
駆
け
で
、
昨
年
自
ら
の
醸

り
ま
し
た
。
今
回
よ
り
、
市
内
ワ
イ
ン
特
区
の
先
駆
け
で
、
昨
年
自
ら
の
醸

造
所
も
整
備
さ
れ
た
小
山
英
明
さ
ん
に
ぶ
ど
う
栽
培
や
ワ
イ
ン
醸
造
の
様
子

造
所
も
整
備
さ
れ
た
小
山
英
明
さ
ん
に
ぶ
ど
う
栽
培
や
ワ
イ
ン
醸
造
の
様
子

な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
ワ
イ
ン
特
区
と
は

 
な
ぜ
特
区
が
必
要
な
の
か

 
な
ぜ
東
御
市
な
の
か

　

巨
峰
の
ま
ち
、
東
御
市
で
始
ま

っ
た
「
ワ
イ
ン
特
区
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
法
律
に
よ
っ
て
ワ
イ

ン
を
製
造
す
る
場
合
に
は
年
間
最
低

６
、
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
を
製
造

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
よ
る
「
ワ

イ
ン
特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
東
御
市

で
は
、
年
間
最
低
２
、
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
か
ら
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

巨
峰
の
名
産
地
で
あ
る
当
地
な
ら

ば
い
く
ら
で
も
ぶ
ど
う
が
手
に
は
い

る
の
で
は
…
？
と
疑
問
に
思
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
素
晴
し
い
香
り
と
味
わ

い
の
巨
峰
で
あ
っ
て
も
、
い
ざ
ワ
イ

ン
に
し
て
み
る
と
、
そ
の
お
い
し
さ

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
す
。

　

ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
は
、
何
千
年

も
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
価

値
あ
る
品
種
が
選
ば
れ
現
在
に
至
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
東
御
市
で
は

素
晴
し
い
巨
峰
が
栽
培
で
き
る
よ
う

に
、
素
晴
し
い
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

栽
培
に
も
気
候
や
風
土
が
適
し
て
い

ま
す
。

　

通
常
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
は

何
千
本
も
の
苗
木
を
植
え
る
必
要
が

あ
り
、
植
え
て
安
定
し
た
収
穫
を
得

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
順
調
で
も

３
年
は
必
要
と
な
り
、
時
間
も
費
用

も
か
か
り
ま
す
。
私
も
平
成　

年
か

１８

ら
毎
年
少
し
ず
つ
畑
の
整
備
を
行
い
、

苗
木
を
植
え
て
い
ま
す
。
徐
々
に
栽

培
面
積
を
増
や
し
、
少
な
い
収
穫
量

か
ら
で
も
開
業
で
き
る
。
こ
こ
に
特

区
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
す
。

　

ワ
イ
ン
は
、
種
類
や
楽
し
み
方
に

多
様
性
が
あ
る
飲
み
物
で
す
。
よ
っ

て
、
農
家
や
醸
造
所
、
酒
販
店
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
産
業
に
携
わ
る

人
々
も
多
様
で
す
。
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
、
ワ
イ
ン
は
人
々
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
す
ぐ
そ
ば

に
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ぶ
ど
う
作
り
や
ワ

イ
ン
造
り
か
ら
生
ま
れ
た
市
独
自
の

文
化
は
、
地
産
地
消
や
食
糧
自
給
、

食
育
、
農
業
継
承
、
景
観
保
全
、
雇

用
、
観
光
な
ど
の
諸
問
題
の
解
決
に

新
た
な
可
能
性
が
満
ち
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

■
㈱
リ
ュ
ー
ド  
ヴ
ァ
ン
代
表
取
締
役

　

・
千
葉
県
出
身

■
ワ
イ
ン
醸
造
家
。
平
成　

年
に
新

１８

規
就
農
者
と
し
て
東
御
市
で
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
始
め
る
。

小山英明さん
（東町）

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『ラジオ
市報とうみ』
�午前７時40分～

�午後０時40分～

�午後６時40分～

月曜日から日曜日、毎日放送中


